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み:計画終了時点 (time hor四 n) の後に生ずる全てのキヤヅシ旦フロ を r
の市場利子率など，導出される利子率で割引いた正味終価の期待値。
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15) ただし， in:flowはマイナスの符号で， outflowはプラスの符号である。 これを説明すれば，
a"のinflowをお+， outflowのん一と仮定すれば，第 1期は吾1j-+日尻十喜什W，
よれを整理すれば，主ι-.:a1/)十円ー町三高欄立する。 ζこでお=-(a;j+-a";，む1つと
置釦L吋， 京"汁十刊町 W町;s歪万瓦 tな帥T.制拘条件弐 (III. 











承認するかの二者択一の決定問題である場合を考慮するなら，Xj= (0， 1)， Cj 
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に関連する双対変数を p." 制約条件式(IV・6)に関連する双対変数を s.と
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なり，当然(a)式と(同式を変形して 1主μT三1から μT=lが得られる。 これ
はT期における追加資金 1ドルが関数の値を 1ドル増加させることを示してい
る。同じく， (0)式と(d)式から r三三五T-1三;r>:得て-.E.とL=rとなる。 ζれ
μTμT 
は双対変数の比率が追加1ドル当りの刑J子率rであることを示す。同様に， (の
式と(1)式から， ρT-2=γμ:7'-1+μTを得て， この式に μT-l=rμTを代入して，









借りるなら sr-1?>:Oで， 位)式は μT-1一叩T-'-sT-lニOが成立する。(司式の
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が得られるU この条件式の解釈は t期における 1ドルの値が，その期における
利子率の終価であり，その期の双対変数の合計債と一致するこ左を明らかにす
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いる u 文はg 企業外の環境諸条件の変動と関連して，不確定なキャ~) y .=Lフロ
ーが，確率の概念を援用しで，確率分布で，あるいは，その期待値に単 牝し
て測定される。次いで.財務の流動性ないし安定性を維持するために，危険の
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第四は， どのアノレゴリズムの方法が，当該の問題を迅速に解明し，しかも s
合理的な解に到達するかという，実証性が充分でなし保証されがたい問題が
ある。
こうした困難な問題が，実に十分処理されず隠されている。したがって，分
析手法が，より説得力士得るためにも，我々は，残された課題と共に，これら
の問題への配慮を忘れることが出来ないa
